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研究成果の概要（和文）：  研究期間中に、ニューズレター『13,14世紀東アジア史料通信』の第16号～第22号および
別冊の計8冊を刊行し、研究代表者および研究分担者・連携研究者の石刻史料に基づく研究成果を掲載した。本科研費
で購入した『西安碑林全集』に関して、奈良大学図書館では「『西安碑林全集』を見る」という企画展を開催し、ニュ
ーズレター別冊は、その展示に関連して刊行したものであり、研究成果を一般に還元した。第19号、第20号も『西安碑
林全集』研究の成果として刊行したものである。そのほか、特筆すべき研究として、新たに発見された漢文・パスパ文
合璧碑文の研究、元代のモンゴル高原における地方行政制度の研究などが挙げられる。

研究成果の概要（英文）：During a study period, we published eight books of the 16th - 22nd of "the 13,14 c
entury East Asia historical materials communication" that was letterzine and the separate volume in total.
 We placed an article of the result that we studied based on epitaph historical materials in that. We purc
hased "Xi'an monument forest complete works" for this Grant in Aid for Scientific Research and held a plan
 exhibition "to watch Xi'an monument forest complete works" in Nara University library. We published the "
13,14 century East Asia historical materials communication" separate volume in conjunction with the displa
y. We in this way told general people about the result of the study. We published the 19th, the 20th as re
sult of the "Xi'an monument forest complete works" study. In addition, notable studies include the study o
f Chinese classical letter, Hphags-pa letter epitaph discovered newly, the study of the local administrati
on system in Mongolia of cause charges.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）今回の研究代表者、研究分担者、連携

研究者らは、これまで長期にわたって、石刻

史料を使用することによって、新しい観点か

ら宋金元時代の中国社会について明らかに

することを共同の研究作業として継続し、そ

の内容を学界に発信してきた。中国史をはじ

めとする東アジア史・内陸アジア史の各時代、

各分野において、石刻史料の利用による研究

の進展が、研究動向の類で広く指摘されてい

る現況は、我々の活動からはじまったと自負

する。こうした研究の背景にある発想として

は、それまでの石刻史料を用いての研究が、

清朝時代以来の「石刻書」に掲載された過去

の「録文」（石刻を文字化したもの）を利用

し、その内容を論ずるという方法であったこ

とから一歩進んで、拓本、あるいはその図版、

さらには現地調査による写真などの石刻画

像をもちいて、自ら録文を作成する、言い換

えれば、人が「読んだ」ものを「読む」ので

はなく、オリジナルな材料から自らが石刻を

「読み」、その内容を検討するという点に１

つの特徴がある。そして、こうした研究活動

が、新しい石刻研究の流れを、少なくとも金

元石刻研究においては生み出した。 

 

（２）我々は、これまでにも、既存史料の読

み直し、新史料の紹介など、金元史料研究の

最前線で活動してきており、平成 12 年度・

13 年度には本研究の連携研究者・松田孝一、

平成 16 年度～18 年度には研究分担者・森田

憲司、さらに平成 20 年度～22 年度には、今

回も研究代表者を務めた村岡倫を代表とし

た科研費基盤研究(Ｂ)おいては、既知の石刻

についての現地での再確認、読み直しを試み

るとともに、文書、典籍などの調査も行なっ

た。その成果は、松田科研、森田科研の研究

成果報告書において、あるいは森田科研採択

時より、現在に至るまで定期的に発行してき

ている『13、14 世紀東アジア史料通信』にお

いて、そして各人が新史料の紹介や石刻史料

を使用した研究・史料目録を掲載することに

よって、金元時代史研究の新たな方向を生み

出す力となった。 

このようにして、現地調査や既存文献の調

査は進展してきたが、石刻史料の持つ個別具

体性という特徴を踏まえれば、地域社会研究

への応用が最も成果の期待できる分野であ

ると考え、我々は、これまでにも、河南・山

西地区の現地調査を行ない、地域研究との具

体的な結び付けの場として、この地域を対象

とする有効性を感じてきた。また、何度かの

現地調査によって、これらの地域には、国家

祭祀にかかわる史蹟も多く、そちらからのア

プローチもあわせて行なうことの必要性を

痛感していた。 
 
２．研究の目的 
（１）3世紀の匈奴以降、13 世紀のモンゴル

に至るまで、数多くの北方遊牧民が中国本土

へ南下した。そのルートの一つが現在の内モ

ンゴル自治区から山西地方を縦断するとい

う経路であった。南下した彼らは、山西地区

とその南方の河南地区一帯に定着し、現地の

漢人と共存し、多民族融合の社会を築き上げ

ていった。したがって、中国史の重要な課題

である現代中国の多民族国家形成の過程解

明には、河南・山西地域社会史の諸相の研究

がたいへん有効であると言えよう。特に河南

地区に関しては、史料的な制約もあって、こ

れまで研究が進んでいなかったが、近年、洛

陽を中心として、墓誌などの石刻史料の発見

が目覚しい。それらの新出土史料に基づいた

解明を試み、石刻史料による中国地域社会史

解明のケーススタディとする。 

 

（２）研究期間内における中心的な研究課題

は、北方遊牧民の南下、河南・山西地区定着

後、現地の漢人といかに共存し、これらの地

に、多民族融合社会がどのように形成されて

いったのか、その諸相を、石刻をはじめとす



る史料の「発見」あるいは「再発見」によっ

て解明することにある。 

山西に関して言えば、これまでにも研究蓄

積はそれなりにあり、元朝時代については、

今回の申請者各人も研究し、大きな成果をあ

げてきた。しかし、すでに述べたように、河

南地区に関しては、史料的な制約があり、研

究が進んでいなかった。近年、洛陽を中心に、

墓誌などの新たな石刻史料の発見や紹介が

相次いでいる。新出土史料はあらゆる時代に

及んでおり、その中には、南下して定着した

北方遊牧民、あるいはその子孫の墓誌、その

他、彼らの活動を記述する石刻が数多くあり、

河南地区の多元性の様相を示すものが少な

くない。本研究は、新たに発見・紹介された

石刻史料、あるいは、研究期間中の現地調査

の成果として知りえた新たな史料によって、

金元時代を中心に、それ以前の北方民族の南

下、定着、融合の様相をも明かにしていく。

課題は多岐にわたるが、これらの問題を着実

に研究することによって、中国でもいち早く

多民族融合の社会を実現した、河南・山西地

区の地域社会のあり方を解明する。 

 

（３）本研究の大きな特色は、可能な限り現

地調査を行ない、石刻史料の出土状況、石刻

を伴う遺跡の調査成果などを踏まえた研究を

進めることにある。歴史学はともすれば机上

で史料を解読するという作業に終始しがちで

あるが、本研究は、その枠を越えて、現地調

査、遺跡との関連づけ、それを踏まえた上で

の史料の歴史的な位置づけをするという点が

独創的である。そのためには、現地研究機関

との連携・協力関係が不可欠であるが、申請

者たちは、これまでに、今回、研究対象とす

る河南・山西に関しては、当該地域の各研究

機関、研究者たち、さらには中国における歴

史研究の中核の1つである中国社会科学院歴

史研究所の関係分野の研究者たちと協力関係

を構築してきており、本研究でもそれを十分

に生かせる状況にある。 

前述の通り、本研究のメンバーの多くは、

現地調査、あるいは史料所蔵機関での調査を

通じて、新史料の「発見」、あるいは、既知の

史料の史料的価値の「再発見」の実績を有す

る者である。これも本研究の大きな特色であ

る。本研究によって、河南・山西地区がその

後の多民族国家・中国の先駆となっていく諸

相の解明が大きく進展することは間違いない。 

河南・山西に移住した北方民族は、種族・

言語などの出身にかかわらず能力に応じて人

材を登用し、現地の人々との融合を成功させ

た。それらの諸相を明らかにすることは、グ

ローバル化の弊害や民族対立を抱える現代に

とって、大きな意義を有する。 

 
３．研究の方法 
（１）代表者および各研究分担者・連携研究

者は、新しい視点からの河南・山西地区の地

域社会史研究の展開をめざして、それぞれが

専門とする言語・時代・分野ごとに史料の収

集・整理を継続し、それらの内容の検討・分

析を進め、北方遊牧民による河南・山西統治

と多民族の融合の諸相解明に努めることと

する。代表者および各研究分担者の分担は、

下記の通りとする。本研究のテーマである

｢多民族融合社会｣に着目し、研究分担者を、

「元朝石刻論」を扱うグループ、「河南山西

地域社会の歴史的展望」を考察するグループ、

「金元時代の河南山西における多民族社会」

を研究するグループに分ける。ただし、これ

はあくまでも研究調整のためのもので、研究

の実行にあたって必要な連絡調整をグルー

プで行なうが、研究集会などは全体として行

なう。 

 

（２）以上の内容の研究を進行させるにあた

り、各自、文献史料の収集・整理・研究を行

なうが、定期的に、文献史料に関する研究集

会を開催し、共同で読解を行なうとともに、

史料情報を共有することにする。研究集会を



定期的に開催し、その際には石刻史料あるい

は関連する分野の研究者を幅広く招聘し、専

門的知識の提供を受ける機会を設ける。また、

国内で、当該分野の史料を所蔵する機関へは、

随時、分担者・連携研究者を派遣してその収

集を行なう。前述のように、石刻については

現地調査が不可欠であるので、各人は、研究

対象である河南・山西地区を中心に、その他

の地域で現地調査を行なう。 

 

（３）今回の共同研究における成果は、個別

論文による発表のほか、各研究者の従来から

の蓄積などもふくめて、初年度から可能な範

囲で公刊を開始し、学界に還元する。これま

で受けた科研においては、前述のように、ニ

ューズレター『13、14 世紀東アジア史料通信』

を刊行し、幸いにも好評を得たてきたので、

今回の共同研究でも、ニューズレターを引き

続き発行する。 以上に述べてきた国内外の

調査によって蓄積された史料情報を、参加研

究者の間で共有化することによって、共同研

究はその実をあげうると考える。 

 
４．研究成果 

（１）初年度は、11 月になってからの追加採

択であったため、大規模な調査はできなかっ

たが、台湾や中国山西省・河南省で調査を行

ない、情報収集や現地研究者との交流を行な

った。研究集会は定期的に開催し、12 月の集

会では、アメリカ・ペンシルヴァニア大学の

王錦萍氏を招聘し、講演してもらった。2 年

目からは研究計画に基づき、各人が海外調査

を行なった。主な調査地は本研究課題にも挙

げている河南省であり、特に日本僧・円仁の

名が記される碑で有名になった法王寺でこ

れまで知られていなかったモンゴル＝元朝

時代の碑を 3点発見した。それらの碑につい

ては、研究集会で解読を進めた。また、他の

調査地としては、北京において元朝時代の都

である大都および明清北京城の都城跡の調

査と文献収集、内モンゴル東部・遼寧省にお

いても元代の遺跡や碑文の調査を行なった。

また、アメリカ合衆国カンザス･シティのネ

ルソン・アトキンス美術館においては、北朝

時代からモンゴル時代に至る山西を中心と

する仏教資料及び仏教造像碑を初めとする

石刻史料、当該時代の陶磁器・副葬品など各

種物質資料の調査を行ない、大きな成果があ

った。 

 

（２）研究期間中に、『13、14 世紀東アジア

史料通信』の第 16 号～第 22 号および別冊の

計 8冊を刊行し、研究代表者および研究分担

者・連携研究者の石刻史料に基づく研究成果

を掲載した。本科研費で購入した『西安碑林

全集』に関して、奈良大学図書館では「『西

安碑林全集』を見る」という企画展を開催し、

『13,14 世紀東アジア史料通信』別冊は、そ

の展示に関連して刊行したものであり、研究

成果を一般に還元した。第 19 号、第 20 号も

『西安碑林全集』研究の成果として刊行した

ものである。 

 

（３）そのほかの調査について記しておく。

本科研の研究目的である河南省や山西省の

有する地域的特性を際立たせるために、今回

は、近年、仏教関係遺蹟や文物の新発見が相

継いでいる中国河北省・山東省で特に博物館

所蔵の南北朝時代の造像銘及び墓誌に絞っ

て、その銘記を調査し、移録作業を実施した。

『13、14 世紀東アジア史料通信』第 17 号で

研究分担者の松川が取り上げた漢文・パスパ

文字モンゴル語合璧碑文の調査に、中国社会

科学院の研究者の協力のもと赴いた。台湾で

故宮博物院や中央研究院歴史語言研究所な

ど各研究機関所蔵の元代碑文等の史料の調

査を行なった。また、連携研究者の松田は、

モンゴル国アルハンガイ県のタイハル大岩

で、トルイ家へ出仕したトルイ家の華北領真

定の漢人長官史天沢の長男の墨書を発見し、



その成果を本科研の報告書として発刊して

いる『13、14 世紀東アジア史料通信』第 21

号に掲載した。また、村岡は、モンゴル国エ

ルデニゾー寺院所蔵の碑文から、モンゴル帝

国時代のモンゴル高原でも、14 世紀になると、

元朝治下の中国の地方行政制度を取り入れ

るようになっていたことを報告した。 
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